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HIV・エイズの基本的知識



第１問

HIVとAIDSは同じ？



AIDSとHIV

• AIDSは１９８１年に米国で報告された免疫不
全症という病気の名前で、英語でAcquired 
Immunodeficiency Syndrome、頭文字をとって、
AIDS、日本語で後天性免疫不全症候群と呼
びます。

• １９８３年に、このAIDSという病気を引き起こす
ウイルスが発見され、英語でHuman
Immunodeficiency Virusの頭文字をとって、略
してHIV、日本語でヒト免疫不全ウイルスです。

〇AIDSは病気の名前で、HIVはその病原体であ
るウイルスの名前です。





第2問

HIVに感染すると

すぐエイズを発病して

死んでしまう？



平成9年頃 治療の進歩で慢性疾患に

12. 11, 1996

海外では平成８年頃に

次々と新薬が登場し、

それらを組み合わせた

多剤併用療法の効果が

非常に優れていた。

この治療法によって、

HIV感染症は

慢性疾患と言えるまでになった。



*1998年 速報値

死因別年間死亡率の推移（25-44才、米国）

National Center for Health Statistics

National Vital Statistics System
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米国で増え続けたエイズによる死亡者数（赤い線）は、現在の治療
法が登場した1996年頃から大きく減少に転じた。





治療はいつまで必要か？

１）１０年

２）２０年

３）生涯

第3問



その２



第4問

世界や日本の
ＨＩＶ感染者数の状況は？
１．減少傾向
２．横ばい状態
３．増加傾向
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エイズ動向委員会 2025.9.26件
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日本の状況



第5問

ＨＩＶに感染する原因のうち、
日本で一番多いのはどれ？

１．注射のまわし打ち
２．母子感染
３．性的接触（性行為）



HIV感染者、AIDS患者の新規報告数の内訳（2024年）

エイズ動向委員会 2025.9.26

2024年の新規報告数の性別、感染経路別、国籍別、地域別のデータです。HIV感染
者もAIDS患者もほとんどが男性、日本国籍で、感染経路は性的接触です。年齢別で
は、HIV感染者は20～30歳代が多く、AIDS患者は30～50歳代が多いです。



第6問

ＨＩＶ感染は、

防止できるでしょ
うか？



HIVは精液、膣分泌液、血液、母乳にしかいません。

HIVは、アルコールで消毒できます。
インフルエンザウイルスと同じ。

○一緒に御飯を食べる

○蚊に刺される

○キス

○咳、くしゃみ

○お風呂、水泳

○ペット

○つり革

○手をつなぐ

○話をする
（ネコのエイズは
ヒトにうつらない）

（HIVは蚊で生きていけない））

うつりません

⇒だから、日常生活では、うつりません。

HIVは日常生活の中でうつりませんか？



U=U
Undetectable = Untransmittable

(ウイルスが検査で）検出されない (ウイルスは性行為で）うつらない

治療を継続し、
治療状況が良い（半年以上、検査結果が良い）人は、

性行為でも、うつらない

HIVは性的接触でうつりませんか？
HIV治療を継続すると、血液にHIVが見つからない
状態が続きます。
最近の研究の結果、
そういう良い治療効果が続いている人では、HIVは
もう性的接触でもううつらない事がわかりました。



その３



治療が目覚ましく進歩した今、

日本などの国々では、

HIVは死なない、うつらない病気です。

皆様へのお願い
市民の皆様にエイズについての正しい情
報を、伝えてくださる様にお願いします。



第7問

ＨＩＶの検査は

無料、匿名で受けられ
る？



https://www.hivkensa.com

HIV検査相談マップ

･HIV検査について
･国内のHIV検査場について
･HIV/エイズについて、その他 22
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〒542-0083
大阪市中央区東心斎橋1-7-30
21心斎橋ビル4F

チョットキャスト



24

大阪府のエイズ治療拠点病院



社会福祉、在宅医療のための情報

HIV感染症/AIDSは、

免疫機能がHIVで障害された免疫機能障害で、

身体障害手帳の対象疾患です。
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累積患者数の年次推移
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大阪府でも新規HIV陽性者は増え続けている。
HIV感染症が治療で慢性疾患となり、
当院の累積患者数は4000人を超え、定期通院患者の約50％
が50歳以上となっている。

多くは独居で、身の回りの世話を頼める身寄りが無い方が多い。
HIV感染症のためでは無くて、加齢に伴う身体機能低下、運動
障害、生活習慣病の悪化、認知症、発癌の後遺症などにより、
今後、施設入所希望者は増えると考えられる。

現在、入所希望の高齢者の受け入れ先を見つけるのは困難で、
医療従事者の伝を頼って探しているのが現状であり、
早期の改善が必要。



参考図書

https://hiv-ppr.jp/topic-yamauchi.htm

https://osaka.hosp.go.jp/department/khac/medical/resource/index.html

HIV/AIDSの正しい知識−知ることからはじめよう−



ありのままの自分でいられる「性」の権利

（大阪府人権室 人権ガイド ゆまにてなにわ 平成21年３月発行 から）

この調査結果から、HIV陽性者の⽅々が全体としてどんな状況にあるのか、
どんなふうに変わってきているのかを知ることができます。また、HIV陽
性の⽅にとっては、それを通じてご⾃⾝の⽴ち位置や変化を確認し将来
展望を得ることができます。⽀援やケアをされる⽅、⼀般の⽅々にとっ

ても、HIV陽性者の思いや経験を知ることができるようになっています。

社会の中には一定の割合でセクシュアル・マイノリティが存在し
ています。 このような隠れた存在であるマイノリティが自ら名乗り出ることを「カミングアウト」といいます
が、そのためには、相当の勇気を必要とするため、同性愛者等の人権 問題が明るみにでにくい原因となっ
ています。ありのままの自分でいられる「性」の権利が確立 され、セクシュアル・マイノリティを特別視する
のではなく、社会の中で当たり前に暮らすことができる条件を整えるべきであるという「ノーマライゼーション」
の考え方を実現していくことが必要です。

HIV陽性者の人権について



まとめ
• HIV感染者/AIDS患者はわが国、特に大阪でも増
えています。

• 治療の進歩でHIV感染症は慢性疾患となりました
が、治りません。

• 治療が良好なHIV陽性者からは、感染しません。

• 高齢化が進み、ケアを必要とされている単身のHIV
陽性者の方は、年々増えています。

• 福祉サービスの提供をどうすれば良いかを、それ
ぞれのご施設でもどうかご検討をお願いします。


